
袋

中

の

本

箱

は
じ
め
に

袋中

上
人

（

良
定
）

は

、

戦
国
時
代

か

ら江
戸
時
代
初
期

に

か

け
て活
躍

した

、

浄
土
宗
名
越
派

の
学
侶

で

ある

。

そ

の
存
在

は

、

は

や
く

横
山
重

の

自

に

と

ま

り

、

『

琉球神道

記』（

角
川
書
店
店ωφ
）

の
出
版

に

よ
っ
て

、

「

琉球神道

記』

、

『

琉球

往
来

』

、

『

神道

集
略
抄

』

、

『

南
北

二

京
霊
地
集

』

、

『

籍
家
集

』

、

『

袋中

上
人
絵
詞
伝

』
の
翻
刻
と

、

著
述
目
録・

解

題

が
提
供

さ

れ

た

。

解

題

を
見

れ

ば一
目
瞭
然

、

袋

中

の著
作

は

膨
大
な数

に

の
ぼ
る

。

中

世
末
期

の
学
問

、

知

の

あ
り
方を
窺
う

に

格
好

の
対
象
と

な
る

は

ず
な

の

だ

が

、

「

琉球神道

記』以

外

の著
作

に

は

、

ほ
と

ん

ど

注
目

が

集っ
て
い

な
い

の

が

現
況

で

ある

。

横
山
重

以

後

、

著
作

の
活
字
化

が

ま

っ

た

く
図
ら

れ

てこ
な

か

っ

た

こ
と

、

中

世

に

お
け
る

浄
土
教
学

、

と

り
わ
け
「
名
越
派」

の
教
学
研
究

が

進
展

し

て
い

な
い

こ
と

な

ど

、

い

く
つ

か

の
要
因

が

挙
げ
ら

れ

ると

は

思
う

が

、

こ
ん
な
魅
力

に

溢

れ

た

学
侶

、

著
作
群を
ほ
うっ
てお

い

てよ
い

は

ず

が

な
い

。

そ

こ

で

、

本
稿

では

、

袋中

と
い

う
大
海

に

、

蛮

渡

辺

匡

勇を
ふ
る

っ
て船を
出
す

た

め

に

、

袋中

の著
作
活
動

の
大

ま
か

な
航
海
図

（

道

筋
）を
作っ
て

み

よ
う
と

思
う

。

一
、

袋
中
略

年
譜

っ、υヴt

ま

ず

は

袋中

の
生
涯を
簡
単

に

振
り
返っ
てお
こ
う

。袋中

の著
作

、

典

籍

の
収
集
活
動を
念
頭

に

置
き
な

が

ら

、

三
期

（

磐
城
時
代

、

琉球

時
代

、

京
都・
奈
良
時
代
）

に

分
け
て

み

て
い

く
こ
と

に

す
る

。

年

表

も

付

し

てお

く

の

で

併
せ
て見
て
も

ら
い

た

い

。

袋中
は

、

天
文

二

十

一

年

（

一
五
五
二
）

に

、

陸
奥
国
磐
城

（

現
福
島
県

い

わ
き
市
）

に

生

ま

れ

た

。

詳を
良
定

、

蓮
社
号

は

弁
蓮
社
と

い、
官

叔
父

で

ある

良
要

（

存
洞

、

天
蓮
社
）を
師
と

し

て出
家

し

、

名
越
派

の
本
山
専

称
寺

（

い

わ
き
市
平
山
崎
梅
福
）や
如
来
寺

（

い

わ
き
市
平
山
崎
矢
ノ
目
）

な

ど
で

修
行
す
む

さ
ら

に

円
通
寺

（

栃
木
県
益
子
市
）

、

足
利
学
校

、

増

上
寺
な

ど
で

学
問
修
養

に

励
ん
だ
後
帰
郷 、
折
木
成
徳
寺

（

い

わ
き
市
広
野

町
）

十

三
世
と

な
る

。

天
主
八

年

（

一
五
八
O）

、

袋

中
二

十

九
歳

の
時

で



あ
る 。
成
徳
寺は
名
越
派
四
植
林
の一
寺で
あ
り 、
袋
中の
学
侶
と
し
て
の

能
力
が
評
価
さ
れ
て
の
抜
擢だっ
た
と
思わ
れ
る 。

袋
中の
前
に
は 、
常
に
有
力
な
援
助
者が
現れ
る 。
磐
城
時
代の
袋
中を

支
え
た
の
は
戦
国
大
名
岩
城
氏だっ
た 。
岩
城
定
隆
の
帰
依
を
受
け
た
袋
中

は 、
慶
長
四
年
（一

五
九
九）
四
十
九
歳
の
時
に
平
城
下
に
菩
提
院
を
閉
山

し 、
拠
点
を
平へ
と
移
すこ
と
に
な
る 。
如
来
寺に
収
め
ら
れ
て
い
た
名
越

つ
島
が
た
の
はこ

派の
秘
書 、
月
形
箱に
つ
い
て
記
すの
も
二
月
形
箱
事」）
こ
の
頃で
あ
る 。

順
風
満
帆で
あっ
た
は
ず
の
袋
中の
人
生
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は 、
慶

長
八
年の
こ
と
で
あ
る 。
五
十二
歳に
し
て 、
突
如
渡
明
を
企
て
る
も
の
の

失
敗 、
琉
球
王
国
に
三
年の
間
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る。
な
ぜ
袋
中
は
中
国

へ
渡
ろ
う
と
し
た
の
か 。
「袋
中
上
人
絵
詞
伝』
（
袋
中
庵）
は
「
入
唐
求
法

の
望
み」
に
よ
る
と
す
る
が 、
はっ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
ない 。
た
だ

し 、
袋
中が
渡明
を
企
て
る
前
年 、
慶
長
七
年
に 、
幕
府の
命
に
よ
り
岩
城

氏は
改
易の
憂き
目
に
あっ
てい
る 。
最
大
の
庇
護
者
を
失っ
た
こ
と
が
袋

中
渡
明の一
因
で
あっ
た
こ
と
も
充
分
考
えら
れ
勺

磐
城
時
代の
袋
中
の

著
作
は 、
諸
書
の
抜書
で
あ
る
「
枕
中
書」 、
「
党
漢
対
映
集』
な
ど 、
現
在

確
認
で
き
る
限
り
十四
点
で
あ
り 、
全著
作
の一
割
程
度
に
と
ど
ま
る 。

は
か
ら
ず
も
滞
在
す
る
こ
と
に
なっ
た
琉
球
王
国
で 、
袋
中は
再
ぴ
強
力

な
援
助
者
を
得
る 。
時
の
琉
球
国
王
尚
寧で
あ
る 。
尚
寧が
袋
中の
熱
烈
な

信
奉
者で
あっ
た
こ
と
は 、
檀
王
法
林
寺（
京
都
市
左
京
区 。
以
下
法
林
寺

と
記
す）
や 、
い
わ
き
市
内に
残さ
れ
る
尚
寧か
ら
の
贈
品
に
よっ
て
窺い

知
る
こ
と
が
で
き
む

袋
中
帰
朝
後 、
袋
中
を
慕っ
て
琉
球
か
ら
渡っ
て
き

た
寿
安の
よ
う
な
僧
もい
た 。
琉
球
王
国
滞
在
中
に 、
袋
中
は 、
書
簡
等
を

収め
た
往
来
物
「琉
球
往
来』
と 、
琉
球の
神
キ
ン
マ
モ
ン
な
ど 、
流
球
で

の
様々
な体
験
を
書
き
留
め
た
「
琉
球
神
道
記』
を
書
き
記
し
て
い
る 。

慶長
十一
年
二
六
O
六） 、
帰
朝
し
た
袋
中
は 、
筑
紫
善
導
寺
に
赴
き

浄
土
宗
鎮
西
流の
祖
弁
長
の
尊
像を
拝ん
だ
り
し
な
が
ら
上
洛 、
山
崎
大
念

寺に
居
を
定め
る 。
こ
こ
で
三
人
目の
援
助
者 、
松
平
隠
岐
守
定
勝
が
現
れ

る 。
定
勝の
庇
護の
も
と 、
袋
中は
慶
長
十
六
年 、
洛
中
三
条
の
地
に
あっ

た
法
林
寺
を
再
興
す
る 。
こ
の
時
期か
ら
袋
中
の
著
作 、
典
籍の
収
集活
動

は
活
発
化
す
る 。
元
和
八
年
（一
六一一
二）
に
念
仏
寺
（
奈
良
市
漢
国
町） 、

寛
永
元
年
（一
六
二
四）
に
心
光
庵（
京都
府
相
楽
郡
賀
茂
町）
を
関
山
し

城

年

次

天

文

幻

年

（
日
明
日
N）

永

禄

8

年

（
H

g
m）

磐

廃天
長正

8 I 7 4 8 

年 ｜年年年

塁I§塁塁

疏球

日

年
（
H

ga）

都

は山
年
（

gHH
）

元

和
5

年

2

2
8

8

年
｛】

SN）

寛

永
1

年

会
品

位）

良・京

2

年
（
】

毘
印）

3

年
（
同

色
町）

5

年
（
回
目
N
∞）

6

年
（
H

S
S

U

盆ザ
（
H

A山ω
品）

M同

年
（
H
A山
ω
吋｝

同

年

2

8泊）

奈

年
齢
一

本

項

1

一

一怨

減

菊

田

都

岩

岡

に

生

ま

れ

る
。

父

は

賀

茂

氏
、

母

は

八

絡

氏
。

M

能

満

寺

に

お

い

て

叔

父

存

洞

を

姉

と

し

剃

髪
。

尊

称

卓寸
・

如

来

寺
・

内

通

寺
・

増

上

寺
・

足

利

学

校

等

で

修

行
。

帰

郷
。

楢

葉

成

徳

寺

十

三

世

と

な

る
。

舵宮

城

平

域

主

岩

城

貞

隆

の

帰

依

を

受

け
、

平

菩

提

院

を

閉

山
。

岩
城
氏、

鋲
地
召
し
上
げ。

渡

明

を

企

て

る

も

来

た

せ

ず
、

琉

球

図

の

地

を

踏

む
。

尚

箪

王

の

帰

依

を

受

け
、

桂

林

寺

に

住

す

（
「

琉

球

神

道

記
』
）

。

帰

浴
。

大

念

寺
・

酋

遊

串寸

（

現

京

都
）

な

ど

に

住

す
。

松

平

隠

岐

守

（

定

勝
）

、

袋

中

と

防

複

の

契

り

を

結

ぶ
。

法

林

寺

（

京

都

市左

京

区
）

を

中

興
。

袋

中

庵

（

京

都

市左

京

区
）

を

建

立
。

念

仏

寺

（

奈
良

市

漢

国

町
）

を

建

立
。

心

光

庵

（

京

都

府

相

楽

郡

賀

茂

町
）

を

建

立
。

『

私

集

密

自

録
』

（

増

福

寺

蔵
）

を

草白

す
。

『

私

集密

目

録
』

（

法

林

寺

蔵
）

を

著

す
。

『

月

形

総

目

録
』

（

法

林

寺

蔵）

を

著

す
。

知

恩

院

主

箆

岩

和

尚

に

名

越

派

相

承

の

畿

を

説

き

賞

美

さ

れ

る
。

浄

淘

璃

寺

蔵

大

蔵

経

を

補

完

し
、

念

仏

寺

に

経

殺

を

建

て

る
。

『

平

函
」

を

制

作

す

る
。

『

商

都

脇陣

魔

山

韓首

光

院

聖

教

什

物

図

録
』

を

輩唱

す
。

一

月

二

十
一

日

没
。

d斗ヴ’

55 73 71 68印88 86 83 78 77 75 74 



つ
つ

、

か

つ
て学
問
修
養

に

励
ん
だ

下

野
国
大
沢
円
通
寺

に

自

著
を
奉
納

し

た

り

（

寛
永
元
金

、

如
来
寺

に

良
山
筆
『
可
分
述
伝
集

』

を
進
奉

した

り

し

て
いる

（

同

年

）

。

浄
土
宗
名
越
派

の
学
侶
と

し

て自
信

に

み

な
ぎ
っ

た

袋中

の
姿

が

見
える

よ
う

で

ある

。

寛
永
三

年

に

月
形
箱を
制
作

し

法
林
寺

に

納め

た

袋中
は

、

同
五

年

、

知
思
院
主
持
霊
巌
和
尚

の
要
請

に

よ
り
名
越

派
相
承

の
義を
説
き
賞
美
さ

れ

た

と

さ

れ

る

（

『

袋中

上
人
絵
詞
伝」
）

。

晩

年

の

袋中
は

念
仏
寺
と

心
光
庵

の
間を
往
き
来

し

な

が

ら

著作や
典
籍
収
集

（

浄
瑠
璃
寺
蔵
大
蔵
経

の
補
完
な

ど

）

に

励

み

、

寛
永

十

六

年

（

一
六
三
九
）

一
月
二

十

一
日

、

八

十

八
歳

の
生
涯を
閉
じ
る

。袋中

の
長
い

生
涯を
振
り

返っ
て

み

ると

、

著作活
動

に

は

大
き
な
波

が

ある

こ
と

が

わ

か

る

。

実

は

、

袋中

の著作

の
大
半

は

、

京
都・
奈
良
時
代

、

法
林
寺を
再
興

した

六

十

歳

前
後

か

ら

の
二

十

数

年

間

に

な
さ

れ

た

も

の
な

の

で

ある

。

二
、

袋
中
の

著
作
物

そ
れ

では

、

袋中

の著作

がどの
ぐ

ら
い

ある

の

か

、

『
琉球神道

記』

の

解

題（以
下

「

解

題

」

と

略
す
）をもと

に

、

編
年

の

体裁
に

ま

と

め

直

し

て

みた
の

が
以

下
の
表

で

ある

。

著作
数

は

切
紙ま

で

含

め

て

百

二

十

四

点
を数
える

。

域
5 4 3 2 1 

書

名
ヲ＂＂＊ 平

天天天
正 正
天天

正 正 正 成
年年年年年
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立

法
林寺
法

林
寺

法
林寺
・

大
正 大学

大
正 大学所

写 ）福
増

寺 福
増

寺
〔続浄

全 都
大学

京

な
ど

． 蔵
写 写 8 刻翻

磐琉球寺
． 、

林法

9 8 7 6 
艇
麟
論
私
釈

天
正
日
年
（】印∞切 ）

大
原
談
義
問
書
紗
端
書
平一天
正
日
年
（H
am）

所
作之 大
事

慶
長3
年
（H
S∞）

浄
土
血
脈
端
書

慶
長
6

年
（
50H ）

10 
月
形
箱
事

19 18 17116 15 I 14 13 12 11 
枕
中
書

啓
袋
付
抄
物

平

受
茶
羅
不
審
問
答
紗

説法
明
眼
論
端
書

琉
球
神
道
記

琉
球
往
来

党
本浄
土
三
部
経

党
字
三
経
分
別

臨
終
要
決
私
記

22 21 20 
諸
上
普
人
詠
略
釈

党
漢
三
経

浄
土
三
経
相
伝
抄

27 26 25 24 23 
流
儀
相
伝
次
第

女

念
珠

女

f’dHu

t－－－

 

IW
忠十

a，

天
竺
往
生
験
記
端
書

題
額
聖
附
讃

28 
当
麻
白
記

35 34 33 32 31 30 29 
徹
選
択
相
伝

大
原

女

評
擢
邪
論

平

問
題
考
文
抄
上
略
釈

東
西
問
答

五
重
略
釈

五
重
略
伝

36 
浄
土
随
自
意法
門
要
食

釈

ヲ除ゆ買
慶
長・6
年
（
5
2）

平
慶
長

8
年
（
50ω）
以
前

慶
長
8
年
（
50ω）
以
前

慶
長

8
年
2
8ω ）

慶
長
8
年
（
50ω）
頃

慶
長
日

年
（
500）

慶
長
日

年
（
50白）

慶
長
比
年
（
50匂）

慶
長
凶

年
（
5
8）

慶
長
凶
年
（
50也 ）
i

元
和
7

年
（HON－）

慶
長
時

年
（
5
5 ）

慶
長
凶
年
（HO－－）

慶
長
時
年
（Ha－－ ）

平ヲ除
慶
長
時
年
（
EHH ）

慶
長
時
年
（
忌
己）

慶
長
凶
年
（H
EH ）

慶
長
路
年
（
5
5）

慶
長
時
年
（
5
5 ）

慶
長
四

年
（HO
E ）

** 
慶
長
年
中
（
5
81
5HhH）

慶
長
年
中
（H
S01
5
E）

元
和5
年
（
5
5）

元
和
6

年
（HONC）

元
和
6

年
（
5NO）
頃

元
和
7

年
（H
SH）
以
前

元
和
7

年
（
5NH ）
以
前

元
和
7

年
（H
SH ）
以
前

大
正大学

・
龍
谷 大学
な
ど

法
林寺
（
写）、

大
正大
学

法
林寺
（
写 ）

如
来寺

・
円
通寺

・
法
林寺
（
写）

〔続浄
全〕

如
来寺
・

円
通寺

・
法
林寺
（
写 ）

〔続浄
全〕

法
林寺
（
写）

現
存
せ
ず

西
極
楽寺
（
写）

大
正大学

・
早
稲
田 大学
な
ど

袋
中
庵な
ど〔『
琉
球
神
道
記』〕

東京
大
学な
ど〔「
琉球
神
道
記』〕

法
林寺
（
写）

法
林寺
（
写）

念
仏寺
（
写） 、

大
正大学

大
正

大
学

念
仏寺
（
写）

円
通寺

・
法
林寺
（
写） 、

大
正

大学
・

龍
谷 大学

法
林寺

・
増

福寺
（
写）

円
通寺

・
法
林寺
（
写）

円
通寺

・
法
林寺
（
写）

法
林寺
（
写） 、

大
正

大学

如
来寺

・
円
通寺

・
法
林寺

（
写） 、

大
正大学
な
ど
〔
仏全〕

如
来寺
・法

林寺
・

円
通寺

（
写） 、

大
正大学
な
ど

法
林寺
（
写）

法
林寺

・
円
通寺
（
写）

法
林寺
（
写） 、

大
谷 大学
な
ど

法
林寺
（
写）

大
正

大学

法
林寺

・
円
通寺
（
写）

法
林寺

・
円
通寺
（
写）。
法
林

寺
本
は
日
i

日
を
付
す 。

法
林寺

・
増

福寺
（
写）法
林寺

本
は
幻 ・
お
と
合
巻

－hd

 

円／
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56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 ! 44 43 42 41 40 39 38 '.J'l 

伝来

元
利7
年（HONM）
以
前

法
林
寺・
埼福
島守（
写）

陸軍
遂往生
機
要釈

元
和7
年（】
毘】）

以
前

法
林
寺・
増
福
寺（
写）

綬
手印
要釈

一冗
和7
年（】
SM）

以
前
増
福
寺（
写｝
ωと
合
巻

鎖
解
妙
袈釈

元
狗7
年｛阿
倍。

以
前

綱領
寺（
写）

決答疑
問抄
要釈

元
利7
年（同町NO
以
前

法
林
寺－
m
術
品寸（
写）

釈
奮少
略
頒

元
和7
年（
gN』）

以
前
現
存せ
ず

当
麻陶
供養
殴
記

元
和7
年（
gNH）

法
林
寺（
写）

選択之
伝

元
和7
年
C
SM）

大
正
大
学

舎利
紀

平一一冗
和8
年（同
SN）

一念仏
寺（
写｝ 、
大
正
大
学

善
導大
師発
願
文釈
文

一元
和9
年（H
Sω）

一袋中山崎（
写）

留
箭註

一
元
和叩＃T
2ONe

－法
林
寺（
写）

三
国起
締文

一
元
和
年中
Cm
Ei】
包ω）一
円
通
寺（
写）

a
s
校舎私
妙

一
元
利年
中
（同
念品
1

5お〉一
円
通
寺（
写｝

浄
土随
自
意締
法
門
安一
寛永1
年
（同町
立）

一
内
通事す（
写）

円
相事

責一
寛永1
年
｛戸申立）
以
前

一法
林
寺・
円
通
寺（
写）

手
印事

＊一
寛
永1
年（H
SS

以
前

一法
株
寺・
円
通
寺
（
写）

名不知口mm

－R一
寛永1
年
（
5N品）

以
前

一
法仲作品寸・
円
通
寺
（
写）

無位輔柑常

食一
寛永1
年（』申立｝
以
前

一法
林
寺・
内
通
寺
（写）

公
之
字

安一
寛永1
年（同町
営）

以
前

一法
林
寺・
円
通
寺
（
写）

南北二
京霊
地集

平一
寛
永1
年｛
広忠）

一西
寿
寺（
写） 、

旧
赤
木

文庫

一
〔『時現時時
神
道
記』〕

一法
体車寸（
写）

一如
来
寺（
写）

一地
福
寺（
写）

一
大正
大
学
位と
合
冊

一大正
大
学

一大正
大
学

一本
覚寺
（
写）

一法
林
寺（
写）

一法
林
寺（
写）

一法
林
寺（
写）〔『琉
球神
道
記」〕

法
林
寺（
写）

法
林
寺（
写）

持政
林
寺（
写〉〔「流
珠
神
道記』〕

慌谷大
学

法
林
寺（
写）
η・
η
合
血刑

法
林
寺（
写）

法
林
寺（
写）

法
林
寺（
写｝
%と
合
巻

平ヲIt＊世町安＊

74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 
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以以以
降除隊

以
前

以
降

l奄光，心
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止
悪
風
法

寛永7
年
2
80）

法
林
寺
（
写）

積
一理法

寛永8
年・
2
85

増
福
寺・
法
林
寺（
写）

五
百
醤厳
格
経

寛永9
年
2
8N）

大正
大
学

五
百
岬宮
駅略経
制執
紀

寛永9
年
（M
gN）

大
正大
学

随
問
記

平一
党永9
年
（H
aN）

大
正
大
学

泥一混之道

平一
寛永9
年
（H
SS

以
降
大正
大
学

逆
修導
師相

伝

一
党永m
年（H
Sω）

法
林
寺（
写）

三
図

伝
法

平一
寛永U
年
（H
g）

以
前
現
存せ
ず

未来
紀

平一
気永口
年
2
3S

以
前
現
存せ
ず

二
十五
菩磁

平一
寛永U
年（】AWM品｝
以
前

現
存せ
ず

要
集

平一
党永口年
CmS）
以
前

現
存せ
ず

俣
舎

平一
寛永日
年（H
ae

以
前

現
存せ
ず

法
務三
大
部
銭

平
一寛永U
年
（H
ge

以
前

現
寄せ
ず

行
事
妙

平一
究永U
年
2
8S

以
前

現
存せ
ず

略
文類

平一
寛永U
年
（】AWω品）
以
前

現
存せ
ず

濠
求

平一
党、氷U
年（目白
公）

以
前

現
存せ
ず

初
後
史陀
紀

平一
寛永U
年
2
8S

以
前

現
存せ
ず

三
論玄
波

平
一箆
永U
年
C
S）

以
前

現存せ
ず

云云
紗

平
一党永U
年（H
ae

以
前

現
存せ
ず

雑
集

平一
党永U
年（】品
位）

以
前

現
存せ
ず

小
関妃

平一
箆
永口
年
2
86

以
前

現
存せ
ず

釈
舎
抜量百

平
一党永U
年
2
8S

以
前

現存せ
ず

食道
紀

平一
党永U
年
2
86

以
前

現
存せ
ず

騒
問
書

平一
党永U
年・
2
8S

以
前
甜判官什
せ
ず

用
心舎

51一
覚、氷日
年
202｝
以
前

現
存せ
ず

五
会郷

平一
寛永U
年
20ω品）
以
前

現
存せ
ず

千字文

平一
寛永U
年
2
8e

以
前

現
存せ
ず

語伝
妙

平一
寛永日
年
（
g
S）
以
前

現
存せ
ず

髄
見集

平
一寛永口
年
2
8AH）

以
前

現
存せ
ず

私集
舎図
録（
地
訂）

一
寛永日
年
会
話喧）

以
降

一法
林
寺（
写）

月形
目

録

一
究永
M
年
2
83

一法
林
寺（
写）

縫
物
集

一
寛永お
年
2
8∞｝

以
隊

一法
林
寺
（写）

漫借架
像
考
文抄

一
覚、氷年
中
（回申立i
gω也）

一大正
大
学
鵬
と合冊

浬祭
像一
座
談

一
寛永年中
（
gNAtム
88

一大
正
大
学

i
t
It
i
t
t
i
－
－
i
l
l
－
－

l
i
l
i
－－
I
l
l
i
t
－
－
1
1
1
1

 

普天
集

一
不明

一大
谷
大
学（
写）

弥陀
偽

私
記

一
不
明

一飽谷
大
学

宙開
宗要
文
集

一
不明

一法
林
寺（
写）
山・
旧と
合冊

元
亨釈
書
難字
所少
分

抄一
不明

一法林
寺（
写）

四十八
巻

伝私抄

不
明

一法
林
寺
（
写）

一守幸、一



山
塚
焼
消口
決

川
良
字口
決

山
妙
果

川
安
心
十
念二
伝
事

川
仏
覚三
色
標
伝
像
追
香

川
矢
田
如
来寺
許
可

m
方
軌

m
略
論
裏
書
見
開
追
加

問
名越
流五
重ノ
式
定

問
手
印
之
註
追
加

山
袋
中
名目

不不不不不不不不不不不
明明明明明明明明明明明

法
林寺
（
写）

法
林寺
（
写）

法
林寺
（
写）

法
林
寺
（
写）

法
林
寺
（
写）

法
林寺
（
写）

本
覚寺
（
写）

法
林
寺
（
写）

円
通
寺
（
写）

正
定
院
（
写）

現
存
せ
ず
（
元
禄
書
籍
目
録）

※
書
名は
内
題
で
統一
し
た 。
所
蔵
の
内 、
（
写）
を
付
し
た
も
の
は
写
本 、
付
し
て
いな
い
も
の
は

版
本
を
意
味
す
る 。
（
〕
は
翻
刻
所
収
書 。〔続浄
全〕
は
「続浄
土
宗
全
書」 、
〔
仏
全〕
は
日
本

仏
教
全
書
を
意
味
す
る 。
女
は
円
通寺
奉
納
本 。
平は
平
箱の
箱
蓋
裳
の
目
録
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

もの 。

著
作

年

代

の
は
っ
き
り

し

て
いる

百

八

点
の
う
ち

、

五

十

二
歳

ま

で

過
ご

した

磐
城
時
代

の著
作

十

四

点

、

琉球

時
代

の著
作
二

点

に

対

し

て

、

京

都・
奈
良
時
代

に

は

、

五

十

八
歳

か

ら八

十

七
歳

ま

で
の
問

に

九

十

二

点

も

の著
作をも

の

し

て
い

る

。

そ
れ

で

は

、

六

十

歳を
境

に

始

ま

る

袋中

の
旺

盛
な

著
作
活
動

に

つ
い

て

、

袋中
が

作っ

た

い

く
つ

か

の
本
箱を

中

心

に

迫

っ
て

み

る

こ
と

に

し

よ
う

。

三
、

月
形
箱

i
袋
中
の

原
点

｜

そ

の
前

に

、

袋中

の著
作
活
動を
考
える

上

で

忘

れ

ては
な
らな
い

、

名

越
派

の
秘
書を
収め

た

「

月
形
箱」

に

つ
い

て触

れ

てお
く
こ
と

に

し

よ
う

。

如
来
寺

に

伝
わ
る

こ

の
箱
は

、

名
越
派

の
派
祖
良
弁

（

尊
観
）

、

二
祖
良
慶

（

妙
心
）

、

三
祖
良
山

（

妙
観
）

の著
述を

中

心

に

収め

ら

れ

、

名
越
派
相
伝

の
秘
書
と

し
て秘
蔵
さ

れ

てき

た

。

如
来
寺

の
住
持

以

外
は
見
る

こ
と

が
で

き
な
いと

言
わ

れ

る

「
月
形
箱」を

、

ど
う
い

う
経
緯

か

は
わ

か

らな
い

が

、

袋中

は
磐
城
時
代

に

見
で
お
り

、

「
月
形
箱
事

』（

叩
）

と
い

う
書
物を

した

た

め

て
いる

（

慶
長
六

年

）

。

『
月
形
箱
事

』
で

袋中

は

、

箱

の
名

が

二
祖
良

慶

の
住

し

て
い

た

善
光
寺
月
形
房

に

由
来
す
る

こ
と

を
明
ら

か

に

し

、

さ
ら

に

問
答
形
式

で

箱

に

ま

つ
わ
る

口
伝を
披
露

し

て
いる

。

間
フ

、

世ニ
卓
相
伝
ト

云ハ
如
何
ン

。

答
フ

、

当
流ニ
ハ
箱
相
伝
ノ
外

、

之
レ
有
ル
ベ
カ
ラ
ズ

。

但
シ
近
代ニ
此
ノ
義
有
リ

。

他
家
ノ
軌
則ニ
似

ル
欺

。

問
フ

、

箱
相
承
先
縦
有
リ
ヤ

。

答
フ

、

大
蔵
千
字
箱

、

師
々
相

承
也：：：

。

今
之
ヲ

、

医
王
前
逝
ノ
薬
庫

、

地
蔵
菩
薩
宝
珠

、

多
門
宝

塔

、

王
家

神

器

、

武
家
重
代

、

田
家
農
器ニ
考ヘ
パ

、

準
ヒ
知
ル
ベ
シ

。

問可凶樹パ軍司倒刈4割引1紺劃制
パ桝マ叫斜
斜開ハ

綱引制寸劇引N刻刻ォ凶制剤刻川パ謝制

。

銘
書
寸
尺

、

並室田

ノ
箆
ル
所

、

一
々
口
伝
在
む ）

名
越
派

で

は
箱

で

相
伝
す
る

こ
と

、

箱
相
承

の
先
縦

、

箱
は
山
公

（

良
山
）

の
先
例

に

倣っ
て懸
子

で

あ
り

、

秘
蔵

の
意を
持
つ
こ
と

、

童目を
収める

場

所

に

も

そ
れ

ぞ

れ

口
伝

が

ある

こ
と

な
ど

、

月
形
箱

が

名
越
派

に

と

っ
て
い

か

に

特
別
な
も

の

で

ある
か

を
面
々
と

記
し

て
いる

。

名
越
派

の
秘
書を
収める

月
形
箱を
相
伝
す
る

こ
と

は

、

学
侶

で

ある

袋

中

の
夢

で

あ
っ

た

に

違
い

な
い

。

五

十

二
歳

で

故
郷
磐
城を
後

に

した

袋中

は

、

琉球

を
経
て活
動

の
舞
台を
京
都・
奈
良へ
移

し

、

果

た

せ
な

か

っ

た

月
形
箱

の
相
伝

、

学
侶
と

し

て

の
頂

点
を
目
指

し

て

、

著
作

に

勤

し

む
こ
と

に

な
る

。

- 77 -



四
、

名
越
派
の

学
侶
と
し
て
の

自
負

ー
大
沢
円
通
寺
へ

の

自
著
の

奉
納

i

琉
球か
ら
帰
朝し 、
京
都
法
林
寺
を
拠
点と
し
て
精
力
的
に
行わ
れ
た
袋

中の
著
作
活
動
は 、
寛
永
元
年
（一
六
二
四） 、
大
沢
円通
寺へ
の
自
著
の

奉
納に
よっ
て｝
つ
の
ピ
l
ク
を
迎
え
る 。
当
時 、
名
越
派
四
檀
林
の
なか

で
もっ
と
も
学
問
が
盛
ん
で
あっ
た 、
い
わ
ば
名
越
教
学
の
総
本
山へ
進
奉

さ
れ
た
害
物
は 、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
けで
二
十
三
点
に
及
ぶ 。
（
）

は
著
作一
覧
表の
番
号
で
あ
る 。

「
芥
陀
利
伽』
（
3） 、

「
果
号
仮
字
註』
（
5） 、

「
浄
土
血
脈
端
書」

（
9） 、

『
月
形
箱
事』
（
叩） 、
『
浄
土
三
経
相
伝
抄』
（
nv 、
「
流
儀
相

伝
次
第」
（お） 、
『
念
珠』
（
斜） 、
『
仏
判」
（
お） 、
『
大
原」
（
鉛） 、

『五
重
略
釈』
（
お） 、
「
五
重
略
伝」
（
お） 、
「
浄
土
随
自
意
要
釈』
（
お） 、

「
伝
来』
（
釘） 、
「
難
遂
往
生
機
要
釈」
（
お） 、
「
授
手
印
要
釈』
（
却） 、

『
領
解
抄
要
釈』
（
却） 、
『
決
答
疑
問
抄
要
釈」
（
引） 、
「
浄
土
随
自意

語
法
門』
（
切） 、
「
円
相
事』
（
日） 、
「
手
印
事」
（
臼） 、
「
名
不
知
吊

事』
（
日） 、
「
無
縫
塔」
（
UA） 、
『
公
之
字」
（
応）

奉
納本
は
すべ
て
名
越
派の
相
伝
に
関わ
る
もの
で
あ
る 。
特に
「
浄
土
随

自
意
要
釈』
（
お）
を
初
め
と
し
て 、
五
重
相
伝
に
関
わ
る
も
の
が
多い

（
M
1

4 、
日
j

mω） 。
もと
もと
浄
土
宗
に
は
特
別
な
伝法の
方
式が
なか

っ
た
が 、
白
旗
派
中
興
の
祖 、
了
誉
聖
問
（一
三
四一
j一

四
二
O）
に
よ

っ
て 、
初
重か
ら
五
重
ま
で
の
五
段
階
に
分
け
て
宗
の
肝
要
を
伝
授
す
る

「五
重
相
伝」
の
様
式
が
調
えら
れ
た 。
対
す
る名
越
派
も
五
重
相
伝の
様

式
を
とっ
た
が 、
五
重の
内
容の
相
違
に
よっ
て
白
旗
派
と
の
差
別
化
を
図

っ
たと
さ
れ
て
い
る 。
両
派
と
も
に
開祖
法然・
二
祖
弁
長・
三
祖
良
忠・

曇
驚大
師の
著
作の
肝
要
を
順々
に
伝
授
し
て
い
くの
で
あ
る
が 、
両
派
が

初
重か
ら五
重
ま
で
何
を
伝
授
す
る
の
か 、
表
に
し
て
そ
の
違い
を
確
認
し

て
お
くこ
と
に
し
よ
う 。

白
旗
派

名
越
派

選 ｜往｜ 加択 ｜生｜面
差 1 � · 中

授 ｜ 授｜ －
tn I tn I 蚕

領 i 領｜ ＝
解i解 ｜ 蚕齢、｜抄 E

決｜渓 i 問
答 ｜答 l 苔室長、 ｜ 齢、 a 中

論｜論 l 宥
註 ｜ 註i董記 ｜ 記 ’

白
旗
派
が
初
重
で
『
往
生
記』
の
伝
授
を
行
うの
に
対
し
て 、
名
越
派
で
は

初
重
に
『
選
択
集』
の
相
伝
を
用い
る
点
が
両
派の
大
き
な
違
い
と
い
うこ

と
に
な
る 。
『
浄
土
随
自意
要
釈｝
に
は
白
旗
派
と
の
伝
授
の
相
違
が
事
細

か
に
記
さ
れ
て
い
る 。
名
越
派
が
『
選
択
集」
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と

は 、
た
と
え
ば 、
一ニ
祖
良
山
著
「
口
伝
題
下』
（
月
形
箱）
に 、
師
良
慶
の

言
葉と
し
て 、

浄
土
宗
骨ニ
入ル
様ハ 、
選
択
集
ノ
意
ヲ
以
テス 。
和
尚ノ
御
釈
ヲ
意

得 、
和
尚ノ
御
釈
ヲ
以
テ
三
経一
論
ヲ
意
得ベ
キ
故 、
先
ヅ選
択
集
ヲ

能々
相
伝スペ
キ
也 。
故ニ
選
択
第一
篇
ヲ
指
シ
テ 、
浄
土一
宗
之
義

。
ヲ
知ル
ト

云
フ
ト

云々
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
とか
ら
も
窺
え
る 。
た
だ
し 、
月
形
箱
の
秘書
や
周
辺

の
典
籍
に
は
「
選
択
集」
を
特
化
は
する
も
の
の 、
五
重の
相
伝
に
関
す
る

説
陪
見
あ
た
ら
な
い 。
そ
れ
で
は一
体
誰
が
名
越
派
の
五
重
相
伝
を
調
え
て

いっ
た
の
か 、．
実
は 、
袋
中こ
そ
が
その
張
本
人
だっ
た
と
考え
ら
れ
る
の

で
あ
強

。。ウ’



「
位指
寂
集』
に
は 、
五
重
相
伝
の
初
重 、
『
選
択
集」
の
相
伝
に
つ
い
て

記
し
た ．
『
浄
土
随
自
意
要
釈』
を 、
善
導
大
師
か
ら
教
示
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る 。
善
導
大
師
は
浄
土
五
祖
の
三
祖
で
あ
り 、
法
然
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
中
国
の
傑
僧
で
あ
る 。

又 、
三
条ニ
在、ン
時 、
夢二 、
南
向
ノ
山
ノ
際
ニ
町
ア
リ 。
我
東
ニ
向

テ
行 。
北
ヲ
見
レ
バ 、
善
導 、
山
ノ
腹
ニ
立
玉
フ 。
我
拝
ス 。
其
時
御

高
声ニ
シ
テ 、
選
択
ノ
大
事 、
随
自
意
ノ
所
ヲ
相
伝
シ
奉
ル 。

（『
繕
寡
集』
十
四）

善
導
大
師
か
ら
の
教一
不
は 、
名
越
派
こ
そ
が
浄
土
宗
の
嫡
流
で
あ
り 、

正

し
い
相
伝
を
伝
え
る
者
と
し
て
袋
中
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る 。
『
袋

中
上
人
絵
詞
伝』
に
も 、
別
時
念
仏
の
結
願
の
際
に
善
導
大
師
が
来
臨
し 、

袋
中
の
修
行
が
善
導
の
本
意
に
適
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
話
を

載
せ
ん市）

元
和
三
年
正
月
こ
十
六
日
よ
り 、
上
人
三
日
三
夜
の
別
時
念
仏
を
勤
修

し
た
ま
へ
り 。
結
願
の
暁
忽
ち
仏
澱
の
内
に
雲
に
の
り
た
る
高
僧
あ
り

け
り 。
雲
の
色
は
赤
白
間
雑
し 、
身
の
高
は
三
尺
ば
か
り
に
見
え
た
り 。

東
の
空
に
向
ひ
て 、
口
よ
り

化
仏
三
体
を
吐
出
せ
り 。
其
二
体
は
ち
か

く一
体
は
やh
と
ほ
し 。
上
人
つ
く
づ
く
と
高
僧
の
容
顔
を
み
給
へ
ば

正
し
く
宗
祖
善
導
大
師
に
て
ぞ
あ
り
け
る 。
抑
上
人
は
自
利
の
た
め
に

も
化
他
の
た
め
に
も 、
唯
本
願
称
名
の
行
の
み
を
絡
と
し
給
ひ
け
れ
ば 、

大
師
の
本
意
に
も
か
な
ひ
て 、
積
明
の
た
め
に
来
現
し
給
へ
る
な
ら
ん

と 、
い
と
た
ふ
と
く
ぞ
覚
へ
侍
る 。

名
越
派
の
僧
侶
た
ち
に
と
っ
て 、
夢
に
よ
る
宗
祖
や
流
祖
の
啓一
不
は
特
別
な

も
の
で
あ
っ
た
（
も
ち
ろ
ん 、
夢
に
よ
る
啓
示
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は 、
名

越
派
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が） 。
三
祖
良
山
の
後 、
名
越
派
の
教
義
を

大
成
し
た
円
通
寺
の
大
学
侶 、
良
栄
は 、
『
十
六
箇
条
疑
問
答
見
開』
を
著

す
際
に 、
夢
に
法
然
上
人
が
現
れ 、
夢
の
中
で
は
良
忠
上
人
と
な
っ
て
い
る

自
分
の
手
を
と
っ
て
教
え
を
た
れ
た
と
記
し
て
い
る
（『
良
天
口
筆』 。

善
導
大
師
に
よ
っ
て
教
示
さ
れ
た
五
重
相
伝
に
関
わ
る
書
物
は 、
名
越
派

内
に
お
け
る
袋
中
の
評
価
を
不
動
の
も
の
と
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い 。

名
越
派
五
重
相
伝
の
執
筆
と
円
通
寺へ
の
奉
納
に
よ
っ
て 、
袋
中
は
名
実
と

も
に
当
代
名
越
派
随一
の
学
侶
と
し
て
名
を
馳
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る 。
五
、

月
形
箱
の

制
作

円
通
寺
に
自
著
を
奉
納
し
た
二
年
後
の
寛
永
三
年
（一
六
二
六） 、
袋
中

は
満
を
持
し
て
月
形
箱
を
制
作
し 、
法
林
寺
に
納
め
た 。
袋
中
は 、
派
祖
た

ち
の
秘
書
と
と
も
に
自
身
の
著
作
も
月
形
箱
に
収
め
た
の
で
あ
る
（『
月
形

箱
総
目
録』
（
法
林
寺
蔵）） 。

O
己
下
私
ニ
抄
ス
ル
書
事

選
択
之
伝
町一ト芋

霊
地
集
此
甘い一
蹴筆

日判斗寸剖劇旬吋閥刑制ォ凶司倒パ矧閥30
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那
羅
延
神

一
服
司判ベ劇絹バぺ中

三
経
切
紙
合
十
五
通自筆良定
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陀
梨雄一知的

紗
記
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＋政
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択
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雑
切
紙
合
七
通一
結
也

巻
物
四
巻
締
制百一

繋～印一

私
巻
物
四
艶
黙

認一巻

授手印闘世尺

領回肝要尺
ニ妙一治

決答要尺司令
五車略尺一巻

此－俊二収ベシ今ハ附都ニヲク

巳上自筆

礼
讃
放
光
出
処切紙

授
手
印
先
縦切紙

己
上
懸
飽
分三
十三
巻
大
小
合

自
著の
内 、
「
選
択
之
伝』
と
「
南
北
二
京
霊
地
集』
の
二
替は 、
月
形

箱
の
秘
書た
ち
と
同
じ
箱
の
底
に
収
め
ら
れ
た 。
「選
択
之
伝』
は 、
名
越

派の
根
本で
あ
り 、

五
重
相
伝の
要で
あ
る
『
選
択
集」
の
縁
起
と
難
語
を

註
釈
した
もの
で
あ
る 昭
良
山
が
「
選
択
集』
につ
い
て
説い
た
「
口
伝
題

下』
や
『
選
択
口
経』
と
同
じ
箱
に
収
め
た
上
で 、
さ
ら
に
「
永ク
隠ス
ペ

シ」
と
特
別
な
扱い
を
指
示
し
て
い
る
（「
南
北二
京
霊
地
集』
につ
い
て

は
後
述） 。

また 、
五
重
相
伝
に
関
す
る
害や
切
紙は 、
他
の
害
物
と
は
別
に 、
一
括

し
て
懸
縞の
中
に
収
め
ら
れ
た 。
わ
ざ
わ
ざ
「
懸
縫
ノ
中」
と
注
記
す
る
と

こ
ろ
に 、
袋
中の

五
重
相
伝
に
対
す
る
並々
な
らぬ
思い
を
知る
こ
と
が
で

き
る 。
そ
の
昔 、
袋
中が
著
し
た
『
月
形
箱
事』
を
思
い
出
し
て
み
よ
う 。

月
形
箱は 、
良
山
が
秘
蔵
すべ
き
書
物
を
入
れ
た
「
懸
縫」
が
原
点
で
あっ

た 。
袋
中が
調
え
て
いっ
た五
重
相
伝
の
諸
舎は 、
月
形
箱
の
秘
書た
ち
の

中
で
も
特に
秘
蔵
すべ
き
聖
典
と
し
て 、
良
山
の
例
に
倣い
「
懸
能」
の
中

に
収
め
ら
れ
た
の
で
あ
る 。
法
林
寺で
の
月
形
箱の
制
作は 、
袋
中
が
齢
七

十
五

に
し
て
名
越
派の
派
祖
た
ちと
肩
を並べ
た
こ
と
を
宣
言
す
る
もの
で

留
箭
名
字切紙

あっ
た 。
そ
の
名
声は
洛
中
に
と
ど
ろ
き 、
や
が
て
寛
永五
年
（一
六二
八） 、

知
恩
院
主
持
霊
巌
和
尚
に
招か
れ
「
名
越
派
相
承の
義」
を
講
義
す
る
と
い

う
名
誉に
浴
す
る
こ
と
に
なっ
た
の
で
あ
る
（「
袋
中
上
人
絵
詞
伝』） 。

六
、

平
箱
の

制
作

翌
六
年に
は 、
か
ねて
か
ら
の
懸
案
で
あっ
た
浄
瑠
璃
寺
蔵
大
蔵
経
を
補

完
し
て 、
念
仏
寺に
経
蔵
を
建
て
る
な
ど 、
月
形
箱
の
制
作
以
降
も
旺
盛
な

活
動
を
続
け
て
き
た
袋
中
は 、
同
十一
年 、
八
十
三
歳
の
時
に
「
平
箱」

（
念仏
寺）
を
制
作
す
る 。
箱
の
法
量
は 、
縦
三
0・
二
個×
横
四
五・
四

四×
高
さ二
三・
O
価 。
材
質は
杉 。
葦
裏
に
は
黒
漆
地に 、
目
録
が
朱
書

き
さ
れ
てい
る 。
目
録の
う
ち上
段
十五・
十六、
下
段
廿
七
i

品川一
ま
で

は
別
筆で
あ
匂

ま
た 、
十
三
百
終
要
注
は
念
仏
寺
に
現
存
す
る 。
法

量
縦
二
六・
六
仰
×
横一
九・
入
価 。
表
紙
は
栗
皮
色
（
後
補） 。
外
題

「
臨
終
要
決
並
記」
（
直
書） 、
外
題
右
「
右ノ
十一ニ」 、
表
紙
右
上
「
本記
己

上
廿三
丁」 、
右
下
「
良
定
之」
と
記
さ
れ
て
い
る 。
元
表
紙
は
外
題
「
臨

終
要
決
本
末」
（ ．直
書） 、
表
紙
右
上
「
此
内
合二
十三
丁」
「
十三」 、
右
下

「
袋
中
之」
と
記
さ
れ
て
い
る 。
元
表
紙
と
初
め
の
三
丁
は
袋
中
自
筆
で
あ

る 。
『
臨
終
要
決」
の
大
き
さ
は
ちょ
う
ど
平
箱
の
半
分
で
あ
り 、

「
平
箱」

に
収
めら
れ
た
諸
書は 、
「
平
函」
用
に
改
め
て
書
写
さ
れ
直
した
可
能
性

も
あ
る 。

- RO -

平
函
内
目
録

三
国
伝
法

未
来
記

省
ノ
分

左
ノ
分

十十
六五

二
京
霊
地

雑
集



十
七

小
聞
記

十
八

琉
球
神
道
記

十
九

擢
邪
輪

廿

大
原
抄繍閥命説）

廿一

尺
書
抜
書

廿
二

貧
道
記

廿
三

泥一迫
之
道

廿
四

随
聞
記

廿
五

隠
聞
書

廿
六

用
心室田

（
廿

七

釈
書
略
解）

（
廿
八

五
会
讃）

（
廿
九

千
字
文）

（
品川

語
伝
抄）

（
品川一

随
見
集）

弁
蓮
社
袋
中
良
定
（
花
押）

寛
永
十一
成
四
月
廿
五
於
瓶
一句

残
念
な
こ
と
に 、
現
在 、
平
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

の
は 、
わ
ず
か
に
『
臨
終
要
決」
の
み
で
あ
り 、
他
蔵
の
書
に
し
て
も
現
存

す
る
の
は 、
わ
ず
か
八
点
に
過
ぎ
な
い
（
四、
十一

、
十
五、
十
八
j

二
十 、

二
十
三 、
二
十
四。
い
づ
れ
も
平
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
は
確
定
で
き
な

い） 。
し
た
が
っ
て 、
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
が 、
そ
れ
で
も
目
録

を
挑
め
て
い
る
と 、
平
箱
に
収
め
ら
れ
た
諸
書
は 、
月
形
箱
な
ど
と
は
随
分

趣
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
く
る 。
ま
ず 、
何
と
言
っ
て
も
名
越
派

四

廿
五
菩
薩
此
内
十
二

血
脈
論
十
宗
墳

要
集
此
内
九
ツ

倶
舎
此
内
十

法
花
三
大
部
抜

行
事
抄此内十四

略
文
類

蒙
求
此
内
八

舎
利
記

初
後
受
陀
記

臨
終
要
決同記

啓
袋同記

三
論
玄
義）

云
云
抄）

五-'-

ノ、八七九十十一十
二

十
三

十
四

（
十
五

（
十
六

の
秘
書
や
五
重
相
伝
に
関
わ
る
書
物
が一
切
入
っ
て
い
な
い 。
つ
ま
り 、
平

箱
は
名
越
派
相
伝
の
箱
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
い 、
と
い
う
こ
と
に

な
る 。
目
録
に
挙
げ
ら
れ
た
多
く
の
本
は 、
『
私
集室回
目
録』
（
法
林
寺
蔵）

に
付
記
さ
れ
る
「
諸
部
ノ
抜
書
大
巻
十
余
巻 、
平
箱
腰
高
ノ
二
箱
ニ
之
ヲ
収

品
に
該
当
す
る 、
抜
書
の
類
と
想
像
さ
れ
る 。
だ
と
す
れ
ば 、
こ
の
箱
は 、

袋
中
が
そ
の
長
い
学
究
の
道
の
り
の
中
で
蓄
え 、
自
ら
の
学
問
の
礎
と
し
て

き
た
抜
書
（
た
と
え
ば 、
「
倶
舎
論』
や
『
法
華
三
大
部』
の
抜
書
な
ど
は 、

仏
門
を
く
ぐ
っ
た
初
学
者
の
勉
強
の
あ
と
に
見
え
る）
と 、
袋
中
自
身
が
強

い
思
い
入
れ
を
持
つ
書
物
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か 。

月
形
箱
に
も
収
め
ら
れ
た
「
南
北
二
京
霊
地
集」
（
寛、水
元
年）
は 、
奈

良・
京
都
の
霊
場
の
縁
起
集
で
あ
る
が 、
当
時
奈
良
念
仏
寺
に
住
し
て
い
た

袋
中
の
自
に
映
っ
た
の
は 、
す
で
に
荒
廃
し
た
旧
都
の
寺
々
で
あ
っ
た 。

「
今
衰
廃
シ
テ
縁
ニ
本
堂
ノ
ミ
残
レ
リ 。
而
ニ
慶
長
年
中 、
自
朽
壊
シ
テ
本

ト
ノ
芝
原
ナ
リ」
（
大
安
寺） 、
「
今
見
ニ 、
悉
ク
破
滅
シ
テ
民
居
ト
ナ
ル」

（
向
原
寺）
と
い
っ
た
惨
状
を
前
に 、
袋
中
は 、
そ
の
由
来
す
ら
忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
霊
地
の
縁
起
を
諸
書
に
あ
た
り 、
日
本
（
ヤ
マ
ト）
に

お
け
る
仏
教
流
布
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
聖
地
（
仏
土）
の
回

復
を
は
か
る
の
で
あ
る 。

此
三
笠
山
ノ
麓
ニ
移
住
シ
テ
出
入
所
々 、
皆
旧
跡
也 。
昔
ノ
起
ヲ
問
フ

ニ 、
知立日
ニ
遇
ハ
ズ 。
後
人
亦
此
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン 。
此
ニ
因
リ
テ 、

少
々
書
籍
ニ
見
ル
所 、
之
ヲ
集
メ
霊
地
集
ト

号
ス 。

－tA

 

OO

 

（
版
本
識
一弘切 ）

荒
廃
し 、
聖
地
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
て
い
る
旧
都
へ
の
思
い
や 、
縁



起
を
積
み上
げ
て
い
くこ
と
に
よ
り仏
の
聖
地
を
復
元
し
て
い
く
手つ
き
は 、

あた
か
も二
十
年
前 、
蛇
神
を
崇
め
る
琉
球
も
仏
土
に
他
な
ら
ない
と
思い

定
め 、
仏
教
東
漸
の
歴
史
や諸
寺を
書
き
綴
る
こ
と
に
よ
り
仏
土
を
顕
現
さ

せ
て
み
せ
た
『
琉
球
神
道
記』
を
思い
起こ
さ
せ
る 。
仏
に
帰
依
す
る
袋
中

に
とっ
て 、
『
南
北二
京
霊
地
集』
や
『
琉
球
神
道
記』
は 、
数
多い
著
作

の
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
作
品
だっ
た
の
だ
ろ、
活

月
形
箱
に
名
越
派
相
伝

の
秘
書
が
収
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て 、
平
箱
に
は 、
ま
さ
に
袋
中自
身
を
相

伝
す
る
た
め
の
秘
書が
収
め
ら
れ
た
の
で
あ
る 。

お
わ
り
に

本
稿
で
は 、
袋
中
の
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
著
作
活
動
を 、
月
形
箱
や

平
箱
の
制
作
を
中心
に
粗々
見
て
き
た
が 、
個々
の
問
題
につ
い
て
は 、
そ

れ
ぞ
れ
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
ない 。
そ
の
た
め

に
は 、
袋
中
の
著
作
の
観
刻
作
業 、
『
袋
中
全
集』
の
発
刊
が
急
務
で
あ
る

こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い 。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウム
が
袋
中
研
究
盛
行
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
心
か
ら
願い
つ
つ 、
こ
の
あた
り
で
袋
中
の
著
作
活
動

の
航
海
図
作
り
を
終
え
る
こ
と
に
し
よ
う 。

注（
1）

年
表
は
『
袋
中
上
人
絵
詞
伝』 、
「
名
越
源
流
志』 、
『
諸
由
緒
大
略」

な
ど
を
参
照
し
て
作
成
し
た 。
袋
中
の
事
績
は
『
袋
中
上
人
鈴
光」

（
檀
王
法
林
寺
一
九
三
八
年）
な
ど
に
詳
し
い 。
拙
稿
「
真
言
宗と

浄
土
宗の
宗
論」
（『い
わ
き
の
歴
史」
郷
土
出
版
社
一
九
九
九
年） 。

（
2）

「
袋
中
上
人
絵
詞
伝』
な
ど
に
よ
る 。
磐
城
側
の
資
料
「
名
越
源
流

志」
で
は 、
袋
中
の
父
を
岩
城
忠
治
郎
隆
友の
藩
老 、
佐
藤
修
理
介
定

衡
と
す
る 。
京
都
で
制
作
さ
れ
た
『
袋
中
上
人
絵
詞
伝』
な
ど
の
袋
中

伝
が 、
父
を
賀
茂
氏 、
母を
八
幡
氏
と
す
る
背
景
に
は 、
制
作
者の
意

図
（
京
都
と
関
わ
り
の
あ
る
出
自
の
方
が 、
布
教
の
際 、
効
果
的
で
あ

る 。
あ
る
い
は
袋
中
の
出
自
を
高
め 、
神
話
化を
図
る）
を
見
る
必
要

が
あ
る 。
佐
藤
孝
徳
氏
の
ご
教
示
に
よ
る 。

（
3）

知
来
寺
蔵
聖
教
調
査
は 、
一
九
九
九
年
四月
か
ら
始
ま
り
現
在
も
進

行
中
で
あ
る 。
福
島
県
地
域
文
化
研
究
会
〔
佐
藤
孝
徳
（い
わ
き
市
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員） 、
小
野一
雄
（い
わ
き
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員） 、
門
屋
温
（い
わ
き
明
星
大
学） 、

曽根
原
理
（
東
北
大
学） 、

渡
辺
匡一
（
信
州
大
学） 、
斎
藤
理
子
（
自
由
の
森
学
園） 、
鈴
木
陽

（い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院） 、
酒
井
英
美
（
同） 、
鈴
木
三
恵
（
東
北

大
学
大
学院） 、
目
黒
将
史
（
立
教
大
学
大
学
院） 、
島
崎
綾
子
（い
わ

き
明
星
大
学
卒
業
生） 、
堀
江
智
人
（
同） 、
島
崎
圭
介
（
同） 、
袴
塚

瑞
子
（
同） 、
藤
田
琴
江
（
同） 、
小
野
若
莱
（い
わ
き
明
星
大
学
学
生） 、

上
村
佐
恵
子
（
同） 、
鈴
木
悠
（
同）
他
が
調
査
を
担
当
し
て
い
る 。

現
在 、
書
誌カ
1
ド

の
見
直
し
作
業を
続
け
て
い
る 。
ま
た 、
袋
中
の

師
で
あ
る
良
要
は
説
草
集
『三
語
集』
の
編
者
で
も
あ
る 。
『三
詩
集』

につ
い
て
は 、
拙
稿
「
如
来
寺
松
峯
文
庫
蔵
才一
語
集』
に
つ
い
て
｜

浄
土
宗名
越
派
の
説
草集
l」

（「
説
話
文
学
研
究」
幻
二
O
O二
年

八
月）
を
参
照 。

（
4）
佐
藤
孝
徳
氏
の
ご
教
示
に
よ
る 。
想
像
を
た
くま
し
く
す
れ
ば 、
袋

中
は 、
叔
父
良
要
が
如
来
寺
十
三
世
で
あ
る
と
い
う
血
筋
と 、
岩
城
氏
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と
い
う
後
ろ
盾
を
も
っ
て 、
名
越
派
本
山
専
称
寺
や
如
来
寺
の
住
持
の

席
を
狙っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る 。

（
5）
尚
寧
自
画
自
賛
の
袋
中
上
人
像
（
法
林
寺
蔵）
が
も
っ
と
も
有
名
で

あ
る 。
こ
の
画
幅
は 、
慶
長
十
六
年
（一
六一
ニ 、
尚
寧
が
江
戸
に

上
り
秀
忠
に
謁
見
し
た
後 、
薩
摩
に
滞
留
中
描
い
た
も
の
で
あ
り 、
袋

中
と
尚
寧
の
関
係
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る 。
な
お 、
尚
寧
が
袋

中
の
た
め
に
建
て
た
と
さ
れ
る
桂
林
寺
は 、
『
琉
球
国
由
来
記』
（一

七

一
三
年
成
立）
に
よ
れ
ば 、
す
で
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
る 。

（
6）
円
通
寺へ
の
奉
納
は 、
「
蓮
社
号
切
紙
端
書」
（
増
幅
寺
蔵）
の
書
写

奥
に
「
寛
永
九
年
極
月
晦」
の
年
月
日
が
見
え
る
の
で 、
寛
永
元
年
以

降
も
行っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る 。
奉
納
本
の
多
く
は
琉
球
僧
寿
安
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
進
奉
さ
れ
た 。
如
来
寺
へ
の
『
果
分
述
伝
集」
の
奉
納

も
寿
安
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
（「
琉
球
神
道
記』
解
題） 0

（
7）

「
解
題」 、
『
私
集室回
目
録』
（
法
林
寺
蔵）
な
ど
に
よ
る 。
「
解
題」

で
紹
介
さ
れ
る
増
福
寺
（
い
わ
き
市）
蔵
本
の
所
在
は 、
現
在
不
明
で

あ
る 。
た
だ
し 、
こ
の
聖
教
は 、
も
と
も
と
専
称
寺
の
蔵室目
だ
っ
た
可

能
性
が
高
い 。
紹
介
さ
れ
て
い
る
袋
中
関
係
の
書
物
に 、
増
福
寺
と
関

係
す
る
文
言
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず 、
一
方
で 、
「
請
雨
法」
（
苅）
奥

書
に
「弁
良
定
（
花
押）
／
寛
永
八
耕
三
月
十
四
日
／
山
崎
専
称
寺
貌

床
下」
と
あ
り 、
こ
の
書
が
専
称
寺
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る 。
増
福
寺
蔵
聖
教
に
は
袋
中
関
係
以
外
の

書
物
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら 、
他
の
本
を
確
認
し
な
い
こ
と
に
は 、

は
っ
き
り
し
た
こ
と
はニ一一守え
な
い
が 、
も
し 、

専
称
寺
の
蔵
書
で
あ
れ

ば 、
袋
中
の
円
通
寺
奉
納
本
は 、
た
と
え
ば
専
称
寺
が
全
山
焼
失
に
遭

っ
た
（一
六
六
八
年）
後 、
本
山
聖
教
の
再
構
築
の
た
め 、
円
通
寺
か

ら
運
び
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る 。

（
8）

M
j

必
は
「
私
集室回
目
録」
（
ω）
に
「
京
都
而」
と
さ
れ
て
い
る

た
め 、
袋
中
が
念
仏
寺
に
移
る
元
和

七
年
以
前
の
成
立
と
し
た 。
ま
た 、

日
j

応
は
円
通
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
た
め 、
円
通
寺
に
奉
納
さ
れ
た

寛
永
元
年
以
前
の
成
立
と
し
た 。
さ
ら
に
m
l

m
は
平
箱
に
納
め
ら
れ

て
い
る
た
め 、
平
箱
制
作
の
寛
永
十一
年
以
前
の
成
立
と
し
た 。

（
9）

本
文
は
如
来
寺
蔵
袋
中
自
筆
本
（
仮
番
号
ツ
1
1
1
1）
に
よ
る 。

原
文
は
漢
文
体
で
あ
る
が 、
私
意
に
読
み
下
し
た 。

（
叩）
円
通
寺へ
の
奉
納
よ
り
三
年
前
（
元
和
八
年）
に 、
袋
中
は
す
で
に

奈
良
念
仏
寺
へ
移
住
し
て
い
る 。

（
日）
本
文
は
如
来
寺
蔵
本
（
仮
番
号
ツ
1
3
1
1）
に
よ
る 。
原
文
は
漢

文
体
で
あ
る
が 、
私
意
に
読
み
下
し
た 。

（
ロ）
「
解
題」
で
も
「
或
は
袋
中
上
人
の
時
に
始
め
ら
れ
た
の
か
も
知
れ

な
い」
と
す
る 。
ま
た
玉
山
成
元
「
名
越
派
と
そ
の
叢
書」
（『
続
浄
土

宗
全
書』
十
解
説）
も
可
能
性
を
示
唆
す
る 。

（
日）
本
文
は
『
琉
球
神
道
記」
（
角
川
書
店）
に
よ
る 。
袋
中
の
夢
の
記

で
あ
る
『
籍
来
集」
に
は 、
浄
瑠
璃
寺
の一
切
経
や
智
光目安
陀
羅
の
存

在 、
空
海 、
良
忠 、
良
弁
（
名
越
派
祖）
と
の
出
会
い
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る 。

（
MH）
本
文
は
『
琉
球
神
道
記』
（
角
川
書
店）
に
よ
る 。

（
日）
『
続
浄
土
宗
全
書』
十 。

（
日）
円
通
寺
奉
納
本
の
内 、
「
決
答
疑
問
抄
要
釈』
の
末
に
は 、
「
私
集室回

目
録」
と
題
し
て
袋
中
の
著
作
十
三
点
（『
麟 、
麟
論
私
釈』 、
『
大
原
談
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義
問
書
紗
端
書』 、
「
党
漢
対
映
集』 、
『
啓
袋
付
抄
物」 、
「
説
法
明
眼
論

端
書』 、
「
琉
球
神
道
記」 、
『
天
竺
往生
験
記
端
書」 、
『
題
額
聖
闇
讃』 、

『
当
麻
白
記』 、
「
釈
書
少
略
領』 、
「
南
北二
京霊
地
集」 、
『
選
択
之
伝』 、

『
紗
記
相
伝
式
定
端
書」）
が
奉
納
本
と
と
も
に一
覧
と
し
て
挙
げら
れ

て
い
る 。
自
著
の一
覧
も
円
通
寺
に
送
りつ
け
る
あ
た
り 、
袋
中
の

並々
な
らぬ
自
負
の
程
が
窺い
知
れ
よ
う 。

（
げ）
本
文
は
「
解
題」
に
よ
る 。

（
泊）
「
選
択
之
伝』
は
草
案
と
なっ
てい
る
が 、
寛
永
九
年
（一
六
三
ニ）

十
月二

十
日
に
完
成
を
み
て
い
る
（
大正
大
学
蔵
寛
永二
十
年
版
奥
書） 。

（
日）
「
解
題」
は
書
名・
年
号
の
み
を
袋
中
筆
と
す
る
が 、
上
段一
j

十

四 、
下
段
十五
1

二
十
六
の
書
名
も
袋
中
鐙に
み
え
る 。

（
初）
本
文は
「
解
題」
に
よる 。
（
）
は
別
築
部
分。

（
幻）
本
文
は
「
解
題」
に
よ
る 。
「
腰
高
箱」
につ
い
て
は
不
明 。

（
幻）
本
文
は
『
琉
球
神
道
記』
（
角
川
書
店）
に
よ
る 。
原
文
は
漢
文
体

で
あ
る
が 、
私
意
に
読み
下
し
た 。

（
お） 、
「
琉
球
神
道
記』
につ
い
て
は 、
拙
稿
「
蛇
神
キン
マ
モ
ン
｜

浄
土

僧
袋
中
が
見た
琉
球
の
神々
｜」

（『
文
学」
九
l三

岩
波
書
店
一

九
九
八
年
七
月） 、
「
日
琉
往
還
｜

為
朝
話
に
み
る
差
異
化
と
差
別
化 、

同一
化
の
歴
史
｜」

（「
国
文
学
解
釈
と
教
材の
研
究』
必

lm
学
燈

社
二
O
O一
年八
月）
を
参
照 。

追
記如

来
寺
蔵
『
月
形
箱
事』 、
『口
伝
題
下』
の
閲
覧
に
は 、
知
来
寺住
職
鈴

木
和
長
師 、
副
住
職
鈴
木
啓順
師
に
格
別の
ご
配
慮
を
い
ただ
き
ま
し
た 。

ま
た 、
念
仏
寺
蔵
「
平
箱」 、
「
臨
終
要
決』
の
閲
覧
に
は 、
念
仏
寺
住
職

三
宅
敬
誠
師
に
格
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。

紙
上
を
もっ
て 、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

本稿は 、
科
学
研
究
費
補
助
金
「
中
世
浄
土
宗
寺
院
に
お
ける
学
問
形
成

につ
い
て
の
基
礎
的
研
究」
（
基
盤
（
C）（
2） 、

課
題
番
号
E
2
0怠∞）
の

研
究
の
成果で
あ
る 。
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